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● 2013年度京都大学総長賞

ま さか優勝できるとは」。ひかえめには
にかむ横山裕樹さん。「京都マラソン

の開催日は卒論の提出直後。納得のゆく練
習はできませんでした」とふりかえる。
観光名所をめぐるコースが特徴の京都マ

ラソン。初出場の横山さんも、序盤は沿道
の景色を楽しんだ。「速いペースでは途中で
足が止まると思って、余裕のあるペースを心
がけていました」。走るうちにからだは温ま
り、徐々にペースアップ。30㎞地点では3

位につけた。残り10㎞は景色を楽しむこと
も忘れ、走ることに集中。前を走る選手とは
かなり距離があり、あきらめかけたが、差は
どんどんつまって、ゴールまであと2㎞に
迫った最後の最後、ついに先頭におどり出
た。「だれも走っていないところを最初に走
るのは気持ちがいいんですね」と初優勝を
噛みしめた。

京大陸上部に所属し、練習を重ねる横山
さんは、冬の「マラソン大会」を待ちわびる走
ることが大好きな子どもだった。競技として
意識したのはお正月の風物詩、大学対抗の
箱根駅伝。「今井正人選手にあこがれまし
た」。難関の上りコースの5区で11人抜きの
活躍をして、「山の神」と称された順天堂大
学のエースだ。それを機に、陸上がどんどん
好きになり、いざ本格的に練習をはじめる
と、めきめきと頭角をあらわした。「でも、ぼ
くには今井選手の走りはできない。だからこ
そ、いまでもあこがれ」。ヒーローに夢中にな
る子どものように純真な笑顔がこぼれる。
陸上部は41年ぶりに全日本大学駅伝に出
場を決め、上り調子。横山さんも予選会では
メンバーとして活躍した。「駅伝出場はずっ
と目標でした。ようやく叶って、ほんとうにう
れしかった」。来年からは就職活動がはじま
る。「今年は陸上に打ちこめる最後のチャン
スかもしれない。せっかく関東の強豪大学と
競うのだから、食らいつきたい」。はじめのひ
かえめな印象はいつのまにか塗りかえられた。
夕日を背負った力強いまなざしが見つめる
先には……。

ス ライドグラスに水滴を垂らし、カ
バーグラスをかけて顕微鏡をのぞく。

理科の授業で観察した「ミクロの世界」の生
きものの動きを数式で理解しようと情熱を
そそぐ石本健太さん。奈良の桜井市で古墳
に囲まれて育ち、考古学者にあこがれた好
奇心旺盛な少年が選んだ分野は「流体力
学」。鴨川を見つめながら、「水や空気の流れ
のような身の周りのことを数式で説明でき
たら」と思ったのがきっかけだ。「鳥が飛び、
魚が泳いでいるとき、周りには空気や水が
ある。流体力学がかかわっているはず」と、
生物のなかでも微生物の運動をテーマに研
究をはじめた。
「ホタテのような往復運動では、ミクロの世
界では泳げない」という、およそ40年前に提
唱された「帆立貝定理」がある。周りの水の運
動や生物の変形を考慮に入れねばならず、な

下がる。すこしずつ積みあげて、頂上まで登
りました」。
現在の研究対象は「精子」。精子がどうす

ればうまく速く泳げるのか、生物学者と共同
で流体力学を用いて予測しようとしている。
「ぼくはどうやって生まれたのか。数億の精
子のなかからどのようにして一匹が選ばれ
るのか。そんなロマンティックな世界に流体
力学で切りこめたらおもしろいですよね」。石
本さんの手には、奥さん手づくりの一万倍の
精子の模型。「これは精巧なんですよ。頭の
形状も本物どおり。エネルギーをたくわえる
部分は色を変えて、鞭毛は2本の芯をもつ構
造をまねて2本のワイヤーで……」。模型を愛
でながらの熱い話はまだまだ止まらない。

41年ぶりの全日本大学駅伝出場に 
大学生活のすべてを賭けて

3Dシミュレーションの計算結果を
可視化して議論する
ホタテや微生物のイラストもまじ
えて説明する石本さん。趣味は水族
館めぐり。「研究の種探しはつねに心
がけていますね」。

模型は海外の学会でも大好評。その精巧さに、共同
研究者からは「おお、ジャパンテック」と声があがった

生物の神秘に
流体力学で切りこみたい
石本健太さん　数理解析研究所 博士後期課程3回生
● 2013年度京都大学総長賞

かなか証明されなかったこの定理に世界で
はじめて厳密な証明をあたえることに成功し
たのが石本さん。「しっかりした証明をだれ
も書いていないじゃないか」。だれも登ろうと
しなかった山の裾野に立った石本さんは、猛
勉強を重ねた。「解けた！」と勇んで教授に報
告すると、「だめじゃん」とまちがいを指摘さ
れる日々。「目をつむればホタテが泳ぐくら
い、のめりこみました。でも、3歩進んで2歩

「

全国大会出場を
決めた全日本大学
駅伝予選会で。出
場選手と長距離走
者全員でよろこび
をわかちあった

長距離走は生活
習慣が影響する。
「睡眠をしっかりと
ることはもちろん、
食事の栄養管理も
かかせません。自炊
を心がけています」。

邁 進 ・ 京 大 ス ピ リ ッ ト学生たちの活躍


